
地理教室の片隅で

そ　の

谷口とみ子
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　「ね臨きみ，、今日0ゼミば義？」「肇部ゼ黛から運続C1や畏いなア」「褒

半だ1ナて㌧るケレリが孝iるんだろ7」「いやつきあった：：ぢがいい一ぜ」文：科マン

麟だを訴毛ちヵ＼いっ宅ぱあまり．教室に　あちわれないメ、文の垂々、ゼミの

日にiよ顔がそ・ろつてとたんににぎやかになります。’幽オトづノコつて案外才シ

ぞベリなんだなと．大発晃です。　（こ飢はゾ・ソ、ト；封＝知らせしますの』

　　　　　　　　　　そ　4）　二

　τさあ資わないか・こめ本値：打白めだぞjrヨFDrフ円、」－・∴層珍2円』

rj2円か．ずい魚鋤い岩放慰書だなjrじやつぎ∵1りま＝：としゃかにセリに

1立っていろのぱ．こういう並倉技能（？）をお毛ちの一Aさん、まわりを鈍りま

いていろ尊塗｛嗣，これ，鹸座庸彫；動に1と．毛なうi残畠i整理のお凶日。こうして

劇になった鞠力拠理され棚鮪効1噸え鮎うに勧まし匂そし々
売一ヒ金叉円1ま？？？、プィショ、ナ酒ショ・一一・一

　　　　　　　　　　そ　め　三

　夏沫みに入ろが’ぱやいか．そ東それ栽がフろ一ルドトめざしてと．ぴ出してい

きます。そして王台、i悪い強したように日焼けした顔が導枝へあらわ搬ます、

下こんなi丸盆があったんでね」「今B老は：C地にいろよ」「いや僕力晦ムの反

対側へおりて合胤ようと慮っていうんだ諌瞬でまちあわせてね」rD

曄の庚戦ガ」三三入文とりまぜてあちこちで基：地が設営さ飢て1レま参，・そ』し

ぞ基地向の交流もしば｝しば行なわ九ます，

　　　　　　　　　　そ　の　切

　この基地まわりぱ国憲にかぎりません・先i圭方がしばしば「國蟄三嘆」に

涛出か1十に亘りますの：で・留心中め先輩たち麟々艶麿をうけていろようです。

裁理についてぱr羨くの耽は：・…“」と．いうこヒコよ：通用しない由、E托生の古戦

霧を．20年後になった現在、F先生が探険なさったピ，いう美談（？）・も翻かれ

ます。

．こ端らよき’件τ四達ど…諸に．譲論・をたたかわせたり，共同調査を4テなった

りしながら一三菜展業に去げるま三三形成の河題を勉強している私ぐ動ガ

ケつの報髄まとめあげて0まずま寸こ衆からだωう三三ふかく・してe

離あま帳く三三と鐸ゴ継書eてし、勧だ2・肱働か舜
　　　　　　　　　　　　　　　　（β）



がかかりぞうですのでこのへんで筆を歩きます・

　　　　　　卿　　　　　　　　　　　　　　　　（オノ六回生　東大大㌢舵）

フィラデルフィアから

塚越道子
　請下生を始め，，各方面で御活躍．の托子の方ρ並がに研究に躍煩き下校まの

皆様、由元気でい」うつしやいますか。ゴ～，何い串上げます。

　さて何か憎げと：の仰せですが、4日の：宗裕でば不勉強の私1て地理塚館なお

話劇底鞭ですので瀦搾りますρ忽尿琳桝方幅で按げ
さいませ。

戸回忌ぱ勉ゆ三州蕨爾轍雌し・人薦229
厄面積3娚ぢ緬2で伽ゾ羅’ご姦堕に沢く大翻市だつたが1

近籍しく三厩琢骸諏ヂ血によリ4鉦擁難なく錬躰
至つ乞伽揮予て源を発する繍犯｝qの酵に当り…1
ぱ此処より維／2〃ノ伽．南下し撫！影　瘍に注く，この川の；甘，岸は：

いろ、

戸・麟廊まこの二三三つた三三の上にできた町で從って
砒編　より低く、抵湿地であったが1塊在提跡を：築いていろ。殊1ニ

ニ秀Pηに囲まれた雄叫ば市の中ノ思で、高度紹／2耽，此～北東部にか｝郷沢高

．震：づζ：噌し、1なだら＝かに起，炭すう。甫の最1も高い所で畿1ノ右2伽であろ。

4聯肋礎即下に護あ12・粘し腰勅鍬時に／2醐
も磁く争があ弓．又褒常な高潮により．誕2必ん畷｝llの逆流をみろ串があ

を水瀟・・ん／2脱であなま恥翻てみろ涼い硬だつたピeうが・薯
．から今年：にかけク5年試りの鶏犬候にみまわれ．連白羅偉気凝烈華氏でマイ

ナスを続げ左程であった．横雪も一国1て3ρ㈲ば三三魚消え痢鰍鰯

る。一ぢ般に蓬．度1ま高く、降水蜀ま年を掻び大捧平切に分布すろ。

鱒ば診・磁’一ρ一吻りぱなして考えら飢ない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塀諏1まβ…回忌・岬軌轡顔弓であ吻艦
ノ勤・既　の毛のであったからゼの由束につしコて・次のような詫i録が，あろ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）　　　　　　　　　　　　　　’


